
平成１６年度当初予算 重点プログラム事業一覧表

              (単位：千円）

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 3ヶ年計

(県費）
事業費

(県費）
事業費

(県費）
事業費

(県費）
事業費

(県費）
事業費

元気１

(15,148)
(37,966) (32,000) (32,000) (102,000)

一部新
規

15,214 38,010 32,000 32,000 102,000

(0)
(107,872) (105,000) (94,000) (307,000)

新規 0 107,872 105,000 94,000 307,000

(12,742)
(10,000) (10,000) (10,000) (30,000)

継続 12,742 10,000 10,000 10,000 30,000

(1,892)
(1,892) (2,000) (2,000) (6,000)

継続 1,892 1,892 2,000 2,000 6,000

(5,995)
(6,500) (7,000) (7,000) (21,000)

継続 5,995 6,500 7,000 7,000 21,000

(25,000)
(47,531) (49,000) (53,000) (150,000)

継続 25,000 47,531 49,000 53,000 150,000

(6,370)

(6,296) (6,000) (6,000) (18,000)

一部新
規

6,370 6,296 6,000 6,000 18,000

(67,147) (218,057) (211,000) (204,000) (633,000)

67,213 218,101 211,000 204,000 633,000

元気２

(99,166)
(104,688) (113,000) (113,000) (331,000)

継続 99,166 104,688 113,000 113,000 331,000

(20,378)
(18,640) (19,000) (19,000) (57,000)

継続 20,378 18,640 19,000 19,000 57,000

(36,726)
(49,918) (40,000) (40,000) (130,000)

生活部

求職者資
格取得サ

失業者が早期に就職できるよう、県
の指定する資格・免許を取得した場

中高年
者雇用・
安定プロ
グラム
（主担当
部局：生
活部）

生活部
短期職場
実践訓練
事業

失業者（雇用保険失業給付を受給中
の者は除く）が、従業員を募集中の
県内企業等で短期間に実際の仕事
の訓練を受ける事により、早期に就
職できるよう支援します。

生活部

キャリア
カウンセ
リング事
業

専門家による就職活動セミナーや
キャリアカウンセリングを実施し、概
ね３０才以上の求職者が自分を売り
込む知識や技法を身につけ、円滑な
就職活動に結びつけるための支援を
行います。

農水商
工部

農林水産
業版ハ
ロープロ
ジェクト
事業

近年、非農林漁家で農林水産業への
就業を希望する人は増えてきている
が、実際の就業できる機会は非常に
少ない。就業先を考えてる若年者に
対し、農林水産業を選択肢の１つとし
て提供できる体制をつくることで、新
たな就業機会を創出できる。
また、産業が少なく、過疎や高齢化
の進む農山漁村での新規就業者の
確保推進は、産地の再生や地域の
活性化などに必要な取り組みとな
る。

（元気１ 若年者雇用支援プログラム 計）

生活部

インター
ンシップ
総合サ
ポート事
業

高校生を対象としたインターンシップ
を推進し、職業観・勤労観を醸成する
とともに、適切な職業選択ができるよ
う支援します。

教育委
員会

キャリア
教育総合
推進事業

高校生の厳しい就職状況に対応する
ため、生徒が社会人としての心構え
や企業が求める実践的な職業能力
等を身につけられるようキャリア教育
を進めるとともに、進路指導担当教
員の指導力の向上を図る。

生活部
若年者早
期就職支
援事業

若年求職者のキャリア形成をはかる
ため、就職活動のノウハウを高める
講座とカウンセリングを一体にした就
職支援セミナーを県内各地域で開催
します。

生活部
大学生等
職業意識
啓発事業

大学等との連携により、インターン
シップを中心とした大学生等の職業
意識啓発に有効な取組を推進し、適
切な職業選択や円滑な就職活動を
行うための支援を進めます。

若年者
雇用支
援プログ
ラム
（主担当
部局：生
活部）

生活部

「おしご
と広場み
え」充実
事業

国と県で一体的に運営している「おし
ごと広場みえ」における、若年者の雇
用支援機能を拡充するため、職業紹
介や職業相談、カウンセリング、イン
ターンシップなどの総合的なサービス
をワンストップで提供できる環境づく
りを進めます。

生活部 産業人材
育成事業

県内大学、民間人材ビジネス会社、
職業訓練機関、経済団体等と連携し
ながら、若年未就職者を対象として、
教育訓練から就職までを一貫して支
援するシステムを整備・運営します。

事 業
名 事 業 概 要番号 重点プロ

グラム名

事業担
当部局

名

新規継
続の別



継続 36,726 49,918 40,000 40,000 130,000

元気２

(15,931)
(23,104) (16,000) (16,000) (55,000)

一部新
規

15,931 23,104 16,000 16,000 55,000

(18,936)

(17,952) (19,000) (19,000) (56,000)

継続 21,422 20,496 21,000 21,000 62,000

(191,137) (214,302) (207,000) (207,000) (628,000)

193,623 216,846 209,000 209,000 635,000

元気３

(7,111)
(12,732) (19,000) (22,000) (54,000)

継続 7,111 12,732 19,000 22,000 54,000

(0)
(13,581) (14,000) (14,000) (41,000)

新規 0 13,581 14,000 14,000 41,000

(0)

(3,508) (15,000) (14,000) (33,000)

新規 0 3,508 15,000 14,000 33,000

(0)

(0) (2,000) (2,000) (4,000)

新規 0 900 2,000 2,000 5,000

(25,000)
(25,634) (26,000) (26,000) (77,000)

継続 25,000 25,634 26,000 26,000 77,000

(20,000)

(32,772) (33,000) (33,000) (98,000)

継続 20,000 32,772 33,000 33,000 98,000

(13,577)
(29,594) (29,000) (27,000) (86,000)

継続 13,577 29,594 29,000 27,000 86,000

(701,209) (716,911) (737,000) (727,000) (2,181,000)

一部新
規

786,034 918,385 952,000 935,000 2,805,000

(766,897) (834,732) (874,000) (865,000) (2,574,000)

851,722 1,037,106 1,089,000 1,073,000 3,199,000

教育委
員会

３０人学
級等少人
数教育推
進事業

小学校低学年である１年生に加え
て、２年生でも、３０人を基準とした学
級編制（下限２５人）を実施し、児童
一人ひとりに応じたきめ細かくいきと
どいた教育を行うことにより、基本的
生活習慣や基礎・基本の学力の定着
をより確実なものにします。

また、児童生徒一人ひとりの実態
や各学校の課題に応じたきめ細かな
少人数教育を支援するため、非常勤
講師を配置します。

（元気３ 基礎・基本の学力定着プログラム 計）

教育委
員会

ＩＴを活
用した教
職員研修
（ネット
ＤＥ研
修）事業

教職員が必要に応じて、いつでも、ど
こでも、何度でも研修ができるＩＴを活
用した研修（ネットＤＥ研修）を推進
し、各教科等の指導力の向上をはか
る。

教育委
員会

自ら創る
学校支援
事業

公立の小・中・高等学校等が、児童
生徒や保護者、地域から信頼される
活力ある学校づくりを進めるため、三
重県型「学校経営品質」を導入し、学
校自ら継続的な改善に取り組む。

教育委
員会

教職員人
材育成推
進事業

教職員が意欲をもって学校教育を行
えるよう、自らの能力の開発を促進
する取組を進めることにより、人材育
成を推進する。また、大学と連携し、
教職員の養成等に関する共通の課
題の解決に取り組む。

教育委
員会

教職員評
価制度構
築事業

平成１８年度に予定されている公務
員制度改革を視野に、目標管理を通
じた能力開発型の公立学校教職員
の評価制度の構築について検討す
る。
  平成１６年度は、「三重県教職員評
価制度検討委員会」において、評価
制度についての実践的な調査研究を
進める。

教育委
員会

教員の指
導力向上
支援事業

指導力に課題があると考えられる教
員への対応策として、指導力向上支
援審査委員会の審査・判定に基づ
き、研修等を実施し指導力の向上を
図る。

（元気２ 中高年者雇用・安定プログラム 計）

基礎・基
本の学
力定着プ
ログラム
（主担当
部局：教
育委員
会）

教育委
員会

学力フォ
ローアッ
プ推進事
業

わかりやすい授業を行うため、児童
生徒の学習状況を調査し、その結果
を分析することにより、指導方法の工
夫改善に取り組む市町村を支援す
る。

教育委
員会

ＯＪＴ推
進事業

教職員がＯＪＴ（学校内研修）を通し
て、日々の仕事の中で互いに学び合
いながら、計画的な能力の向上に取
り組む。

生活部 ポート事
業

合に、その経費の一部を支援しま
す。

中高年
者雇用・
安定プロ
グラム
（主担当
部局：生
活部）

生活部

地域雇用
対策推進
サポート
事業

県を北部、中部、南部に分け、各地
域において、市町村、県、各種団体
等の連携・協働による地域の実情に
応じた雇用対策を展開するための体
制を整備し、効果的な取組を構築・推
進します。

生活部

ライフ・
ワークサ
ポート三
重推進事
業

勤労者の立場に立った雇用環境づく
りを促進するため、県の労働・生活相
談窓口「ライフ・ワークサポート三重」
の機能の充実をはかるとともに、事
業者等を対象とした啓発・研修及び
企業診断（労使コミュニケーション診
断）を実施します。



(46,963) (74,366) (37,000) (0) (111,000)

継続 46,963 74,366 37,000 0 111,000

(46,963) (74,366) (37,000) (0) (111,000)

46,963 74,366 37,000 0 111,000

元気５

(0)

(0) (0) (0) (0)

継続 26,817,702 261,873 320,000 409,000 991,000

(0)

(5,879) (4,000) (5,000) (15,000)

新規 0 5,879 4,000 5,000 15,000

(0)
(162,315) (176,000) (130,000) (468,000)

新規 0 171,463 185,000 139,000 495,000

(0)

(11,518) (12,000) (12,000) (36,000)

継続 7,220 11,518 12,000 12,000 36,000

(3,079)
(5,250) (5,000) (5,000) (15,000)

継続 3,079 5,250 5,000 5,000 15,000

(935) (3,383) (3,000) (3,000) (9,000)
継続 3,567 3,383 3,000 3,000 9,000

(4,014) (188,345) (200,000) (155,000) (543,000)

26,831,568 459,366 529,000 573,000 1,561,000

元気６

(0)

(10,877) (11,000) (11,000) (33,000)

新規 0 10,877 11,000 11,000 33,000

(0)
(8,051) (7,000) (7,000) (23,000)

新規 0 8,051 7,000 7,000 23,000

（元気５ 中小企業支援プログラム 計）

地産地
消定着
による地
域産業
活性化プ
ログラム
（主担当
部局：農
水商工
部）

農水商
工部

６次産業
化・アグ
リビジネ
ス支援事
業（農商
分）

消費者が地産地消による地域農林
水産資源の物・サービスを享受でき
るための体制を整備し、その提供に
向けて生産や供給が強化して地域産
業が活性化するため、三重県産の農
林水産資源を活用した新しい物・
サービスを提供できる６次産業化・ア
グリビジネスを実践する事業者等の
支援対策を実施します。

科学技
術振興
セン
ター

６次産業
化・アグ
リビジネ
ス支援事
業（科技
分）

商品開発の共同研究を行うとともに、
茶、柿、ブドウ、カンキツなど新たな
地域特産物の核となる商品開発研究
を行うことで地域農産物を用いた加
工食品開発（６次産業化）に取り組み
ます。

環境森
林部

小規模事
業者向け
EMS導入事
業

経費や労力の面でＩＳＯ14001の導入
が困難である小規模事業者向けに
取り組みやすく、費用負担の少ない
環境マネジメントシステム認証制度
の普及を図り、幅広い県内事業者の
環境経営の取組を促進します。

科学技
術振興
セン
ター

知的財産
権活用支
援事業

企業における知的財産の創造・保
護・活用に関する意識の向上を図り、
中小・ベンチャー企業等の技術開発
を活発化するとともに、競争力、独創
性を強化し、地域産業の活性化に資
することを目的として、特許の積極
的、効果的な活用を啓蒙し、支援を
行います。

農水商
工部

中小企業
経営改革
チャレン
ジ支援事
業

新商品、新技術等の開発やその提
供、新たな事業活動等により自ら経
営改革にチャレンジする中小企業等
を重点的に支援し、中小企業の経営
向上と競争力強化を図ります。

農水商
工部

経営革新
販路開拓
支援事業

経営革新承認企業等を対象に、大都
市圏（首都圏・関西圏等）における新
たな販路開拓の足がかりとなる企
業・製品・技術や需要動向などの情
報を収集・提供し、さらに多くのビジ
ネスマッチングのきっかけを創出し、
中小企業の経営基盤の強化を図る
ため、販路開拓を支援します。

農水商
工部

商工団体
強化支援
事業

 組合の「組織」「管理」「事業経営」及
び「会計」に関する事項を総点検し、
監査や活性化支援を行うことで、商
工団体（三重県中小企業団体中央
会）による効果的で重点的な中小企
業支援を実施する。

バレー構想関連産業等の将来的な
成長が期待される分野に属する工場
や、企業研究開発施設の新増設など
に対して補助を行うことで、県内への
立地や設備投資を誘導し、雇用創出
（確保）、地域経済の活性化、並びに
産業の高度化を図ります。

（元気４ 戦略的な企業誘致推進プログラム 計）

中小企
業支援プ
ログラム
（主担当
部局：農
水商工
部）

農水商
工部

中小企業
金融対策
事業

 県内中小企業の金融の円滑化を図
るため、民間金融機関の協力を得
て、信用保証制度を取り入れながら、
県単融資制度を運用し、中小企業の
健全な発展を図る。
①中小企業金融対策利子補給補助
金
②信用保証協会保証料補助金
③損失補償補助金
④利子補給計算システム設計
⑤金融嘱託員の設置

元気４ 戦略的な
企業誘
致推進プ
ログラム
（主担当
部局：農
水商工
部）

農水商
工部

企業立地
促進補助
事業



元気６

(0)

(13,149) (11,000) (9,000) (33,000)

新規 0 13,149 11,000 9,000 33,000

(0)

(7,000) (6,000) (3,000) (16,000)

新規 0 7,000 6,000 3,000 16,000

(0)

(27,000) (5,000) (4,000) (36,000)

新規 0 27,000 5,000 4,000 36,000

(0)

(24,053) (24,000) (22,000) (70,000)

新規 0 40,038 40,000 38,000 118,000

(3,040)

(5,842) (6,000) (6,000) (18,000)

継続 6,080 11,683 12,000 12,000 36,000

元気６

(0)

(5,868) (6,000) (6,000) (18,000)

新規 0 5,868 6,000 6,000 18,000

(3,040)
(2,454) (3,000) (3,000) (9,000)

継続 6,080 4,908 5,000 5,000 15,000

(2,800)

(3,400) (5,000) (6,000) (14,000)

教育委
員会

食生活い
きいき
ネット

モデル地域において、関係部局との
協働により、地域食材の利用による
安全・安心な給食の提供を図るととも
に、地域の実態にあった食に関する

地産地
消定着
による地
域産業
活性化プ
ログラム
（主担当
部局：農
水商工
部）

農水商
工部

地産地消
子供の元
気づくり
事業（農
商分）

農林水産業者や食品産業事業者等
と教育現場をつなぐ活動を通して、子
供たちや保護者が地域の農林水産
業に触れる機会を増やし、農林水産
業に対する正しい理解を深めます。
また、子供たちや保護者が地域食材
を見つめ直すことによって、将来的に
県産食材を意識して購入（活用）する
行動につなげます。

健康福
祉部

地産地消
子供の元
気づくり
事業（健
福分）

モデル園を起点とした食育の拡大や
地域の関係者が連携して効果的に
推進するネットワークを構築すること
により、健康的な食生活の推進を図
ります。

農水商
工部

地産地消
暮らしの
魅力発見
事業（農
商分）

県民の価値観・生活習慣の多様化や
食に関する関心が高まる一方で、食
糧自給率の低下、環境保全、食生活
の乱れによる生活習慣病の増加など
が問題となっています。    そこで、
豊かで健康的な暮らしの実現を目指
し、県民の一人ひとりが地域の農林
水産業やその産物への理解・認識を
高めて地域産業を支え、環境保全や
食生活を見つめ直すことにより、地域
産業の活性化や県内産品の利用を
進めるために、「人づくり（地域の活
動の核となるリーダーの養成と人・活
動の表彰と交流）、「プロジェクト（地
域リーダーなどの活動への支援）」、
「情報発信（フォーラムの開催、情報
誌の発行）」、「みえ食材の日の設定」
を行い、みえの地産地消運動を推進
します。

健康福
祉部

地産地消
暮らしの
魅力発見
事業（健
福分）

県民の健康な食習慣を確立するた
め、ボランティアの養成・育成等の人
づくりや、市町村、給食施設等との協
働による地産地消を基盤とした食生
活改善活動の推進や情報発信を行
います。

農水商
工部

心豊かな
里づくり
支援事業

地産地消運動推進の主要な柱であ
るグリーンツーリズムについて、県民
が農山漁村地域（里）の多面的機能
を生かした「心の豊かさ」などを実感
することのできるサービスを円滑に享
受できるシステムを構築します。

農水商
工部

地産地消
情報基盤
整備事業

地産地消定着による地域産業活性
化を推進・実現するためには県民の
地産地消運動へのさらなる理解が必
要であり、そのためにはよりわかりや
すく質の高い情報・サービス・付加価
値の提供を実現する情報発信基盤
の整備が必要です。地産地消に関す
る様々な情報を一元的に管理できるＩ
Ｔネットワークシステムを構築し、広く
県民が参画し、県民が主役となった
積極的な情報の収集ができる情報発
信の基盤を整備します。

地産地
消定着
による地
域産業
活性化プ
ログラム
（主担当
部局：農
水商工
部） 農水商

工部

地域が支
持する農
林水産経
営育成事
業

農林水産業が発揮する多面的機能
の価値について、生産側・消費者側
双方が理解したうえで成り立つ新し
い産消連携のモデル実践を支援する
とともに、これら実践事例や県民の
ニーズを基に多面的機能の高度な発
揮に貢献する農林水産業の活動内
容についての評価手法を明らかにす
ることで、事業者が多面的機能を経
営展開に当たっての有効な資源とし
て十分に活用できるとともに県民が
多面的機能を実感・享受できる機会
を増大します。
①研究会による経営等の評価手法
の調査検討、確立
②産消連携モデル経営体の発掘、育
成、支援
③産消連携実践拡大のためのアドバ
イザーの育成



継続 2,800 3,400 5,000 6,000 14,000

(8,880) (107,694) (84,000) (77,000) (268,000)

14,960 131,974 108,000 101,000 341,000

元気７

(7,254)

(37,000) (37,000) (37,000) (111,000)

継続 37,000 37,000 37,000 37,000 111,000

(0)

(26,900) (25,000) (25,000) (77,000)

新規 0 26,900 25,000 25,000 77,000

(8,225)

(11,769) (12,000) (12,000) (35,000)

継続 8,225 11,769 12,000 12,000 35,000

(0)

(4,680) (3,000) (3,000) (11,000)

新規 0 4,680 3,000 3,000 11,000

(26,627)

(277,096) (277,000) (0) (554,000)

一部新
規

26,627 277,096 277,000 0 554,000

元気７

(0)

(0) (38,000) (0) (38,000)

新規 0 0 38,000 0 38,000

(42,106) (357,445) (392,000) (77,000) (826,000)

71,852 357,445 392,000 77,000 826,000

元気８

(104,000)

(246,072) (244,000) (84,000) (574,000)

一部新
規

104,000 246,072 244,000 84,000 574,000

（元気７ 競争力のある三重の農林水産物創出プログラム 計）

自律的
産業集
積基盤
の整備
推進プロ
グラム
（主担当
部局：農
水商工
部）

農水商
工部

燃料電池
実証試験
等を活用
したモデ
ル地域づ
くり事業

燃料電池の素材・部材を供給する四
日市臨海部工業地帯を中心とする企
業群とそれを活用する周辺の加工組
立産業との連携を通じて燃料電池関
連等の自律的な産業集積を進めるた
め、実証試験への支援、情報発信、
情報収集や普及啓発を行います。

競争力
のある三
重の農
林水産
物創出プ
ログラム

農水商
工部

栽培漁業
センター
海洋深層
水利用施
設整備事
業

 海洋深層水を利用し、ブランド認定
品であるアワビの漁獲量増大や、マ
ダイに代わる新養殖魚種として期待
されるマハタ養殖の安定生産を目指
すため、尾鷲市古江地区に整備され
る海洋深層水取水施設から尾鷲栽
培センターへの配管、及びアワビ類、
マハタ等の種苗生産への利用に係る
施設整備を行う。

科学技
術振興
セン
ター

肉牛の産
地間競争
力の賦与
技術の開
発費

県内で生産される和牛枝肉の脂肪質
を把握し、血統情報との解析により、
悪い脂肪を生産する条件を特定しま
す。それを排除することにより、枝肉
の脂肪質を良質なものに揃え、県内
生産和牛の評価を高め産地間競争
力を増大します。

地域振
興部

海洋深層
水施設整
備支援事
業費

新たな地域資源として注目を浴びて
いる「海洋深層水」を利用した地場産
業のブランド化に向けて尾鷲市が整
備する「尾鷲海洋深層水事業（取水
施設等整備）」に対し、県が支援す
る。

・尾鷲海洋深層水事業補助金（限
度額：5億円）

・海洋深層水本格取水前事業補助
金（本格稼働まで２年間）

農水商
工部

「三重の
顔」商品
力強化支
援事業

農林水産物の産地間競争に打ち勝
つため、意欲のある生産者や団体等
が構造改革を進めることにより、商品
の競争力を高める必要があります。
このため、県では「三重の顔」づくりに
チャレンジする意欲的な生産者や団
体等が自ら策定した「産地構造改革
プログラム」の実践に支援します。
1.「三重の顔」商品力強化産地構造
改革プログラム認定事業
2.「三重の顔」商品力強化コーディ
ネート事業
3.「三重の顔」商品力強化支援補助
事業

科学技
術振興
セン
ター

「三重の
マハタ」
高品質・
早期安定
種苗生産
技術開発
事業費

「三重のマハタ」を産地間競争に打ち
勝ち、県の特産品とするため、種苗
量産の安定化（生残率の向上）、形
態異常魚対策、ウイルス性神経壊死
症対策等の技術開発を行います。

競争力
のある三
重の農
林水産
物創出プ
ログラム
（主担当
部局：農
水商工
部）

農水商
工部

新「三重
ブラン
ド」推進
事業

①「三重ブランド」認定・情報発信事
業

全国に通用する高い商品力のある
県産品を「三重ブランド」として認定・
情報発信し、三重県の知名度向上を
図り県物産全体の評価向上、観光誘
客の促進等、外部経済効果の拡大
に繋げます。
②「三重ブランド」創出支援事業

新たな「三重ブランド」の創出に向
けて、三重ブランドのコンセプト「自然
を生かす技術」を共有する新商品の
事業化に関するビジネスプランコンペ
を実施し、その優秀なプランの実践を
支援します。

員会
ネット
ワーク事
業

に、地域の実態にあった食に関する
指導の充実を行う。また、地域食材
の活用の定着を図るため、給食献立
例を作成し、小中学校へ提供する。

（元気６ 地産地消定着による地域産業活性化プログラム 計）



(0)

(27,776) (11,000) (11,000) (50,000)

新規 0 27,776 11,000 11,000 50,000

(0)

(212,376) (223,000) (228,000) (663,000)

継続 234,206 235,638 239,000 239,000 714,000

(0)

(7,136) (9,000) (0) (16,000)

新規 0 14,663 9,000 0 24,000

(0)
(0) (0) (0) (0)

継続 3,021 2,975 2,000 0 5,000

(104,000) (493,360) (487,000) (323,000) (1,304,000)

341,227 527,124 505,000 334,000 1,366,000

くらし
１

(0)

(70,287) (70,000) (70,000) (210,000)

新規 0 70,287 70,000 70,000 210,000

(0)
(300,000) (300,000) (300,000) (900,000)

新規 0 300,000 300,000 300,000 900,000

(0)
(49,000) (49,000) (49,000) (147,000)

新規 0 49,000 49,000 49,000 147,000

くらし
１

(27,400)
(29,000) (28,000) (16,000) (73,000)

継続 41,100 162,000 42,000 16,000 220,000

(25,000)
(24,800) (13,000) (0) (38,000)

継続 25,000 24,800 13,000 0 38,000

(27,000)
(124,000) (222,000) (195,000) (541,000)

一部新
規

540,000 480,000 660,000 660,000 1,800,000

(0)
(100,000) (100,000) (100,000) (300,000)

新規 0 100,000 100,000 100,000 300,000

津波来襲時に堤防、護岸の開口部で
ある陸閘や樋門を確実に閉鎖できる
よう操作の自動化を行う。

防災危
機管理
局(旧：
地域振
興部）

緊急避難
路整備事
業費

地震防災対策強化地域・地震防災対
策推進地域における避難路の整備
事業や避難路周辺の危険箇所の整
備事業を実施する市町村に対し支援
を行う。

津波が予想される地域において、高
台等津波から避難できる場所が確保
できない避難困難地域を解消するた
め、津波ステーション（一時避難施
設）の整備を行う市町村に対し支援
を行う。

地震に
備えみん
なでつく
る安全・
安心プロ
グラム
（津波対
策）（耐
震対策）
（輸送
路・避難
路整備）
（主担当
部局：防
災危機
管理局）

農水商
工部

県営漁港
海岸保全
事業
（公共事
業 緊急
津波対策
事業）

海岸保全施設である陸閘、水門等の
開閉操作の自動化を行うことにより
短時間で確実に閉鎖が可能になり、
併せて浸水時間を遅らせることで避
難時間を確保し、人的な被害を最小
限に抑える。

農水商
工部

県単耕地
施設管理
事業（県
単公共事
業緊急津
波対策事
業）

地震による津波被害から人命、財産
を守り、水の進入を早期に安全に防
止できる海岸保全施設とするため、
水門等の開閉作業を電動化に整備
する。

県土整
備部

緊急津波
対策海岸
保全事業

（元気８ 自律的産業集積基盤の整備推進プログラム 計）

地震に
備えみん
なでつく
る安全・
安心プロ
グラム
（津波対
策）（耐
震対策）
（輸送
路・避難
路整備）
（主担当
部局：防
災危機
管理局）

防災危
機管理
局(旧：
地域振
興部）

緊急地震
津波啓発
事業費

地震防災意識を向上し、地震対策を
進めるため、報道機関の協力も得
て、地震・津波の啓発を推進するとと
もに、家庭版の啓発パンフレットの配
付やシンポジウムの開催等により、
県民の防災意識の高揚を図る。

防災危
機管理
局(旧：
地域振
興部）

緊急地域
総合防災
推進事業
費

避難所耐震診断、避難誘導標識等
設置を含む、地域の実情にあった独
自性のある地震対策を実施する市町
村に対し支援を行う。

防災危
機管理
局(旧：
地域振
興部）

緊急津波
ステー
ション整
備事業費

農水商
工部

ベン
チャー企
業創出促
進事業

自律的な産業集積を形成するため
に、ベンチャー企業の成長段階に応
じた支援を行うとともに、信用力・実
績が欠けるために販路を拡大できな
いというベンチャー企業特有のハン
ディ（ボトルネック）を克服するための
支援を行い、企業のベンチャー的活
動の促進を図ります。

科学技
術振興
セン
ター

積層組立
の容易な
固体高分
子型燃料
電池用セ
パレータ
の開発事
業

近い将来、巨大な市場が誕生すると
予測されている燃料電池の主要部材
であるセパレータについて、生産時に
おける組立容易性を考慮したセパ
レータの素材および設計等の新しい
技術の開発とともに燃料電池として
の性能評価を行い、燃料電池の実用
化を目指します。

科学技
術振興
セン
ター

低コスト
太陽電池
開発促進
事業

太陽エネルギーを活用した水素製造
（太陽光を利用した水電解）につい
て、低コストで環境負荷の少ない高
性能色素増感太陽電池の技術開発
に取り組みます。

部）

農水商
工部

知的ネッ
トワーク
形成事業

電気、機械、化学など様々な技術を
はじめ、ナノテクノロジー等の最新技
術を必要とする燃料電池関連等の研
究開発基盤の強化を図るため、産学
官が連携する知的ネットワークを構
築します。また、今後、燃料電池普及
の鍵を握る水素関連技術の開発を促
進するため、水素製造技術等の開発
可能性の調査、検討を行います。



(0)

(29,375) (29,000) (29,000) (87,000)

継続 0 98,700 99,000 99,000 297,000

(6,542)

(22,750) (23,000) (23,000) (69,000)

継続 27,384 95,200 95,000 95,000 285,000

(0)
(3,216) (3,000) (4,000) (10,000)

新規 0 3,216 3,000 4,000 10,000

(0)

(350,000) (330,000) (322,000) (1,002,000)

新規 0 443,000 423,000 419,000 1,285,000

(0)
(3,000) (4,000) (4,000) (11,000)

新規 0 30,000 50,000 50,000 130,000

(0)

(100,000) (100,000) (100,000) (300,000)

新規 0 100,000 100,000 100,000 300,000

(0)
(41,330) (182,000) (323,000) (546,000)

新規 0 41,330 182,000 403,000 626,000

くらし
１

(27,827)

(3,831) (2,000) (2,000) (8,000)

継続 41,255 7,160 4,000 4,000 15,000

(97,800)

(121,000) (129,000) (142,000) (392,000)

継続 97,800 121,000 129,000 142,000 392,000

(0)

(10,450) (9,000) (11,000) (30,000)

新規 0 20,900 9,000 11,000 41,000

(0)
(96,172) (298,000) (312,000) (706,000)

新規 0 2,775,000 2,633,000 2,451,000 7,859,000

(0)
(550,751) (641,000) (522,000) (1,714,000)

県土整 緊急輸送
道路整備

県管理道路の道路及び橋梁の改築
を行い、緊急輸送道路の整備を行

県土整
備部

密集市街
地整備モ
デル事業

主に「地震時等において大規模な火
災の可能性があり重点的に改善す
べき密集市街地（以下「重点密集市
街地」という。）」を対象として、後に円
滑に該当市町が改善事業を進められ
るよう、県が整備基本方針の策定を
行う。

県土整
備部

街路事業
（緊急輸
送道路）

人口が集中する都市部において、震
災後の救援や生活復興の基盤となる
緊急輸送道路に指定された県道を整
備する。

健康福
祉部

医療施
設・避難
所耐震化
整備促進
事業

災害医療体制の充実を図るため、医
療施設の耐震化、自家発電設備の
整備・更新を進めます。また、避難所
に指定されている社会福祉施設の安
全性を確保するため、耐震化を進め
ます。

地震に
備えみん
なでつく
る安全・
安心プロ
グラム
（津波対
策）（耐
震対策）
（輸送
路・避難
路整備）
（主担当
部局：防
災危機
管理局）

県土整
備部

住まいの
耐震化等
推進事業

安全で安心な住まいづくりの基本と
なる住宅の耐震性能強化を普及啓
発するために次の取組を行う。
① 住民との情報共有化事業
・ 情報基盤
・ 情報提供
② 専門家との協働事業

県土整
備部

待ったな
し！耐震
化プロ
ジェクト
事業

「安全安心なくらしづくり」、「ゆとりあ
る住まいづくり」はわが家からであり、
住まいの耐震化をまちの耐震化につ
なげていくことを目的に、次の取組を
行う。
① 耐震診断事業
・ 木造住宅耐震診断補助
・ 木造住宅以外の建築物の診断支
援
② 耐震補強支援

県土整
備部

急傾斜地
崩壊対策
事業

急傾斜崩壊危険区域内の自然がけ
の急傾斜地崩壊防止施設の設置に
あわせて住民が津波から背後の高
台にある避難施設に逃れるため、斜
路や階段等の設置及び通路の保全
を行う。

防災危
機管理
局(旧：
地域振
興部）

緊急避難
所（公共
的施設）
耐震化促
進整備事
業費

地震防災対策強化地域・地震防災対
策推進地域において、公共的施設
（国庫補助等の対象外建物）の耐震
対策を実施する市町村に対し支援を
行う。

農水商
工部

団体営農
村総合整
備事業
（公共事
業（緊急
津波対策
事業））

東海地震の地震防災対策強化地域
に指定された市町村の農村集落にお
いて、避難路として住民の最も身近
な集落道路のうち、狭小で通行に支
障のある集落道路を他の避難路と関
連して拡幅（新設）整備する市町村を
支援し、安全な避難路の確保等を図
ります。

健康福
祉部

災害時要
援護者避
難体制整
備事業

障害者の災害発生時の安全を確保
するため、障害者がＩＴツール等を活
用することにより防災情報を共有す
る取組を支援します。

環境森
林部

沿岸地域
林地崩壊
防止等緊
急対策事
業

東南海・南海地震の発生により津波
の被害が想定される沿岸地域におい
て、津波から迅速かつ安全に避難す
るため、避難路・避難地の安全対策
を行います。

農水商
工部

県営中山
間地域総
合整備事
業（公共
事業(緊急
津波対策
事業））

東海地震の地震防災対策強化地域
に指定された市町村の農村集落にお
いて、避難路として住民の最も身近
な集落道路のうち、狭小で通行に支
障のある集落道路を他の避難路と関
連して拡幅（新設）整備し、安全な避
難路の確保等を図ります。



新規 0 1,667,001 2,131,000 1,821,000 5,619,000

(0)
(233,500) (163,000) (247,000) (644,000)

新規 0 490,000 626,000 793,000 1,909,000

(1,100)

(1,100) (1,000) (0) (2,000)

継続 46,500 51,500 21,000 0 73,000

(54,000)

(56,000) (62,000) (65,000) (183,000)

継続 1,548,750 1,627,500 1,785,000 1,890,000 5,302,000

（くらし１ 地震に備えみんなでつくる安全・安心プログラム 計） (266,669) (2,319,562) (2,758,000) (2,836,000) (7,914,000)

（津波対策）（耐震対策）（輸送路・避難路整備） 2,367,789 8,757,594 9,524,000 9,477,000 27,759,000

くらし
２

(0)

(30,000) (30,000) (30,000) (90,000)

新規 0 30,000 30,000 30,000 90,000

(107,800)
(135,000) (135,000) (130,000) (400,000)

継続 215,600 270,000 270,000 260,000 800,000

(107,800) (165,000) (165,000) (160,000) (490,000)

215,600 300,000 300,000 290,000 890,000

くらし
３

(0)

(130,781) (45,000) (45,000) (221,000)

新規 0 182,756 45,000 45,000 273,000

(0)

(0) (107,000) (107,000) (214,000)

継続 42,137 218,020 107,000 107,000 432,000

(2,136)

(15,155) (13,000) (10,000) (38,000)

継続 2,136 15,155 13,000 10,000 38,000

(0)

(11,793) (10,000) (10,000) (32,000)

新規 0 11,793 10,000 10,000 32,000

(0)

(19,919) (55,000) (62,000) (137,000)

警察本

犯罪多発
地区にお
ける治安
拠点整

地域における制服警察官によるパト
ロール強化とその不在時の対応強化
のため、交番駐在所不在転送システ
ム（54箇所）を図るとともに、相談機
能を充実させるため、相談スペース
を備えた交番を整備（12箇所）する。

生活部

消費生活
パワー
アップ地
域支援事
業

消費者団体等による｢賢い消費者｣を
育成するための啓発など、地域の自
主的な活動への支援等を実施すると
ともに、２４時間体制による機動的な
消費生活に関する情報提供を行い、
被害の未然防止、拡大防止をはかり
ます。

警察本
部

県民が安
心して暮
らせる防
犯サポー
ト事業

安全で住みよい地域社会を確保する
ため、犯罪が発生しやすい場所を重
点にパトロールを行う。また、他の関
係機関・団体と連携した防犯啓発活
動、金融機関等に対する防犯上のア
ドバイスを行う。

生活部

犯罪のな
いまちづ
くり活動
支援事業

犯罪のない安全で安心なまちづくり
に向けて、地域住民等が主体的に取
り組む気運の醸成をはかりながら、
住民のモデル的な防犯活動への支
援や、犯罪が多発している地域にお
ける官民一体となった防犯活動の推
進など総合的な取組を実施します。

（くらし２ 災害に備える情報共有プログラム 計）

身近な犯
罪抑止プ
ログラム
（主担当
部局：警
察本部）

警察本
部

県民が安
心して歩
ける防犯
まちづく
り事業

犯罪抑止のため、犯罪多発地区を中
心にスーパー防犯灯等を設置する。
・平成16年度 スーパー防犯灯
19基、ミニスーパー防犯灯 3セット
・平成17年度 ミニスーパー防犯灯
2セット
・平成18年度 ミニスーパー防犯灯
2セット

災害に
備える情
報共有プ
ログラム
（主担当
部局：県
土整備
部）

県土整
備部

浸水想定
区域図作
成事業

洪水ハザードマップの作成に必要な
浸水想定区域図を、低地部の人口集
中区域（DID)に影響を及ぼす可能性
のある河川においての作成し、関係
市町村に提供する。

県土整
備部

土砂災害
情報相互
通報シス
テム整備
事業

災害時のみならず平常時において
も、住民と行政が土砂災害関連情報
を共有するシステムの整備を図る。

農水商
工部

揮発油税
財源身替
農道整備
事業（公
共事業
（緊急輸
送路関連
道路））

国道、県道を有機的に結び地震時の
避難路、緊急輸送路を確保するた
め、地震防災緊急事業５箇年計画に
位置づけられている農道１ヶ所の整
備を進め、安全な避難路の確保等を
図ります。

農水商
工部

広域農道
整備事業
（公共事
業（緊急
輸送路関
連道
路））

国道、県道を有機的に結び地震時の
避難路、緊急輸送路を確保するた
め、地震防災緊急事業５箇年計画に
位置づけられている農道３ヶ所の整
備を進め、安全な避難路の確保等を
図ります。

備部
道路整備
事業 う。

県土整
備部

災害防除
事業（緊
急輸送道
路）

県管理道路（緊急輸送道路）で崩落
等の恐れのある道路施設の防災対
策を実施する。



新規 0 208,330 182,000 202,000 592,000

(2,136) (177,648) (230,000) (234,000) (642,000)

44,273 636,054 357,000 374,000 1,367,000

くらし
４

(0)

(69,314) (107,000) (21,000) (197,000)

新規 0 69,314 107,000 21,000 197,000

(0)

(26,193) (20,000) (20,000) (66,000)

新規 0 26,193 20,000 20,000 66,000

(0)

(0) (29,000) (29,000) (58,000)

継続 256,695 249,908 29,000 29,000 308,000

くらし
４

(0)
(65,498) (73,000) (53,000) (191,000)

新規 0 65,498 73,000 53,000 191,000

(0)
(120,000) (190,000) (49,000) (359,000)

新規 0 190,000 306,000 162,000 658,000

(0) (281,005) (419,000) (172,000) (872,000)

256,695 600,913 535,000 285,000 1,421,000

くらし
５

(21,663)

(-9,219) (-25,000) (-22,000) (-56,000)

継続 112,800 46,842 48,000 47,000 142,000

(24,333)

(90,383) (74,000) (74,000) (238,000)

継続 24,333 90,383 74,000 74,000 238,000

(7,915)

(-61) (4,000) (3,000) (7,000)

継続 136,914 118,072 117,000 117,000 352,000

健康福
祉部

食の安全
食品検査
事業費

消費者に安全な食品を供給するた
め、県内で生産、流通する食品に対
する残留農薬、残留医薬品、遺伝子
組換食品、アレルギー物質の検査等
を充実強化するとともに、検査の信
頼性を担保するためのシステム（ＧＬ
Ｐ）に基づき、厳格な検査を行いま
す。

健康福
祉部

食の安全
食肉衛生
事業費

食肉・食鳥の安全を確保するため、と
畜検査及び食鳥検査を適確に実施
するとともに、食肉関係者に自主衛
生管理の研修を行います。また、生
産から消費に至る食肉供給過程での
情報提供や消費者と食肉関係者との
リスクコミュニケーションの取組を進
めます。

（くらし４ 交通事故抑止プログラム 計）

食の安
全・安心
確保プロ
グラム
（主担当
部局：農
水商工
部）

健康福
祉部

食の安全
食品衛生
監視指導
事業費

食品の安全・安心を確保するため、
計画的な監視・指導を行うとともに、
その結果を活用した事業者による自
主的な衛生管理の取組を促進しま
す。また、県民への情報提供のため
のホームページを充実します。

交通事
故抑止プ
ログラム
（主担当
部局：生
活部）

警察本
部

安全・安
心交通環
境整備事
業

安全・安心な交通環境を確保するた
め、あんしん歩行エリア内、交通事故
危険個所へＬＥＤ式信号灯器、雨天
対応レーン等の交通安全施設を整備
する。

県土整
備部

交通安全
施設等整
備事業

県内で死傷事故率が特に高い箇所と
して指定された「交通事故危険箇所」
の事故対策として交通安全施設の整
備を行い交通の円滑化を図る。

生活部

高齢者の
交通安全
活動総合
サポート
事業

高齢者が自らの問題として積極的に
交通安全活動に取り組めるよう、関
係機関等と連携し、高齢者の人材育
成、活動体制づくり、地域特性に応じ
た多様な活動への支援などを進めま
す。

警察本
部

交通弱者
等に対す
る交通安
全教育推
進事業

・交通安全教育の推進により交通事
故を防止する。
・路上駐車及び重大事故に直結する
飲酒運転を防止するために路上駐車
を追放することで交通事故を防止す
る。
・高齢者の交通安全意識の高揚を図
り、高齢者の交通事故を防止する。

交通事
故抑止プ
ログラム
（主担当
部局：生
活部）

警察本
部

交通事故
分析等の
高度化推
進事業

より高度で有効活用可能な交通事故
分析を行うため、各種交通関係情報
を統合し、地図情報と組み合わせた
「交通情報総合管理システム」を構築
する。
・平成16年度 システム開発
・平成17年度 システム開発・機器整
備、回線整備
・平成18年度 システム機器維持費

部
拠点整
備・パト
ロール等
強化事業

・平成16年度 交番4箇所、不在転送
システム 18箇所、
・平成17年度 交番4箇所、不在転送
システム 18箇所
・平成18年度 交番4箇所、不在転送
システム 18箇所

（くらし３ 身近な犯罪抑止プログラム 計）



(1,943)

(2,081) (2,000) (2,000) (6,000)

一部新
規

2,423 2,778 3,000 3,000 8,000

(13,596)

(31,982) (14,000) (14,000) (60,000)

一部新
規

20,730 55,628 23,000 22,000 101,000

くらし
５

(10,666)

(11,761) (12,000) (11,000) (35,000)

一部新
規

20,995 23,022 23,000 23,000 69,000

(5,437)

(5,279) (6,000) (0) (11,000)

継続 5,437 5,279 6,000 0 11,000

(4,257)

(4,054) (4,000) (3,000) (11,000)

継続 4,257 4,054 4,000 3,000 11,000

(4,220)
(8,053) (8,000) (8,000) (24,000)

一部新
規

4,430 8,473 8,000 8,000 25,000

(2,185)

(1,941) (0) (0) (3,000)

継続 2,389 2,141 0 0 3,000

農水商
工部

三重の農
産物安全・
安心づくり
支援事業

生産者組織が主体的に行う生産履
歴記帳等の自主管理の取り組みや
消費者への情報提供に対し支援す
る。
また、生産者と消費者の意見交換会
や研修会を開催する。

農水商
工部

畜産物安
全安心確
保事業

生産履歴情報を確認できる「三重の
牛肉生産情報提供システム」の正確
性を確保するため、ＤNA検査を実施
するとともに、牛個体識別制度の周
知を徹底し、システムの定着化を図
る。
また、協議会を設置して管理基準を
作成することにより、基準に基づく畜
産物の生産を進める。

農水商
工部

みえの農
産物安全・
安心確保
モデル育
成事業

県内農産物の安全性，品質に関わる
技術的サポートを担当する普及職員
の資質向上を図り,三重県版農産物
品質衛生管理マニュアルを開発･策
定する。インターネットや研修会等を
通じて意欲的な経営体や産地全体へ
のマニュアルの波及・定着を図ること
により,消費者と農業者の信頼関係を
再構築し消費者の食に対する安全安
心の満足度を向上させるとともに、農
業経営体の自立を支援する。

農水商
工部

三重県農
業技術情
報システ
ム整備事
業

三重県農業技術情報システムは、自
主衛生管理強化促進事業の一環とし
て、インターネットの環境を活用して、
従来からの農業経営・技術などの情
報に加え、生産者が衛生管理の強化
に自主的に取り組むために必要な安
全対策情報を広く提供します。また、
消費者に対して生産者による安全・
安心確保の取組状況等を情報発信
し、生産者と消費者の情報交換を促
進します。

食の安
全・安心
確保プロ
グラム
（主担当
部局：農
水商工
部） 農水商

工部

家畜衛生
安全確保
事業

・生産段階の飼料及び動物・水産
用医薬品の適正使用の徹底を図る
ため、法令に基づく立入検査の強
化、畜産農家・水産養殖漁家の使
用記録記帳の推進を図ることで、
生産段階の畜水産物の安全性を確
保します。
・家畜使用環境の適正管理により
生産者に健康な家畜生産の徹底を
図るため疾病予防等の巡回を充実
し、生産段階の畜産物の安全性を
確保します。
・家畜伝染病予防法の改正に対応
した家畜の飼養衛生管理基準遵守
により、生産者による健康な家畜
生産の徹底を図るため、畜産農家
への巡回指導を強化し、生産段階
における畜産物の安全性を確保し
ます

農水商
工部

ＪＡＳ表示
適正化指
導事業

最近の原産地表示の偽装等JAS法違
反事例が多発している中で、食品
の不適正表示を減らすため、小規
模小売店等で監視を強化するとと
もに、食品表示ウオッチャー（３
年間で３００名）など消費者の協
力を得た監視指導体制を確立しま
す。

農水商
工部

農産物生
産資材等
監視事業

農業生産資材の適正な流通並びに
使用の確保、農産物等に含まれる
有害物質の吸収抑制技術を活用し
たリスク低減対策等を進めること
により、事業者の自主管理を促進
させ、安全で安心な農産物が安定
的に消費者に対して供給されるよ
うな体制を構築するため、当該事
業を実施します。
(1)肥料監視・指導対策事業
(2)農薬監視・指導対策事業
(3)カドミウム吸収抑制対策事業
(4)ダイオキシン類調査事業
(5)土壌重金属対策事業



(1,076)

(4,275) (4,000) (4,000) (12,000)

一部新
規

2,152 8,550 9,000 9,000 26,000

(0)

(205) (0) (0) (0)

新規 0 910 1,000 0 2,000

くらし
５

(1,597)

(21,248) (16,000) (16,000) (53,000)

一部新
規

4,402 23,969 19,000 18,000 61,000

(0)

(11,279) (32,000) (33,000) (77,000)

新規 0 105,013 276,000 281,000 663,000

(0)

(0) (0) (0) (0)

継続 1,850 1,850 2,000 2,000 6,000

(7,764)

(13,347) (14,000) (11,000) (39,000)

一部新
規

9,014 13,347 14,000 11,000 39,000

(3,505)

(2,384) (2,000) (2,000) (7,000)

継続 7,164 5,118 5,000 5,000 15,000

(17,000)

(19,142) (19,000) (0) (38,000)

継続 17,000 19,142 19,000 0 38,000

(7,871)

(6,135) (2,000) (0) (8,000)

農水商
工部

食の安心
リーディン
グビジネス
創出事業

食の安全・安心を確保するための
事業展開が、経営上プラスに働く
環境を整備するため、食の安全・
安心確保をキーコンセプトとした
新商品開発やその取組を消費者に
的確に伝達するコミュニケーショ
ン戦略展開、流通チャネル開拓等
を促進することを目的にビジネス
プランコンペを実施し、その優秀
なプランの実践を支援します。

科学技
術振興
セン

農産物の
安全安心
確保に関
する研究

農産物（コメ・イチゴ）の品種表示の
信頼性を確保し、育成品種の権利を
保護するために、品種判別技術を確
立します。また、国際的なＣＯＤＥＸ基
準の国内導入によるカドミウム（コメ、

農水商
工部

人と自然
にやさしい
みえの安
心食材表
示制度推
進事業

三重県産農産物、畜産物、林産
物、水産物および県内で製造・加
工された食品について、事業者の
食の安全・安心確保と環境負荷の
低減に積極的な取組を促し、消費
者が安心して三重県産の食材を購
入できるようにすることを目的
に、統一的な表示制度を推進しま
す。

農水商
工部

持続的農
業総合対
策事業

食の安全・安心や資源循環型社会
に対する県民の関心が高まってい
ることから、農業分野においても
環境にやさしい生産活動を実践す
ることで多面的機能の発揮や食の
安全・安心に貢献し、県民に支持
される経営を展開することが求め
られている。

環境にやさしい持続的な農業の
推進体制を整備するとともに、エ
コファーマーの育成・支援、土づ
くり等に必要な堆肥の適切な生
産・利用の推進等の対策を総合的
に講じます。

農水商
工部

食の安全
にかかる
漁業経営
構造改善
事業

消費者の食品の安全性に対する関
心の高まりに対応するため、より高
度な衛生管理に配慮した漁業生産関
連共同利用施設の整備を推進し、自
主衛生管理体制の強化を図る。

農水商
工部

食品産業
安全安心
取組強化
支援事業

食品産業界自らが「食の安全・安
心」に向けた取組を強化するた
め、事業者の技術力向上、人材育
成を行うための、食品の衛生管
理、製造過程等に関する知識、修
得ができる環境を整備し、事業者
自らの取組強化を支援します。

食の安
全・安心
確保プロ
グラム
（主担当
部局：農
水商工
部）

農水商
工部

水産物自
主衛生管
理強化促
進事業

消費者に安全で高品質な水産物を
供給するため、自主衛生管理システ
ム導入によるブランド化、高付加価
値販売戦略の展開を検討し、生産か
ら流通販売段階における水産物の自
主衛生管理体制の強化とその普及
促進を図る。

農水商
工部

畜産物ＨＡ
ＣＣＰ実証
事業

畜産物の生産段階での自主衛生管
理の強化を図るため、鶏卵に加
え、肉牛、乳牛、豚等でのHACCP手
法の導入を推進するとともに、家
畜保健衛生所による危害因子の調
査結果等を踏まえ、モデル地域・
農場の衛生管理方式の改善指導を
行います。

環境森
林部
(旧：農
林水産
商工
部）

安全・安心
きのこづく
り推進事
業

消費者のニーズにあった安全・安心
なきのこ類を安定的に生産するた
め、栽培マニュアルを作成し生産者
に普及するとともに、栽培マニュアル
に従って栽培されたきのこ類を消費
者にＰＲする。



継続 7,871 6,135 2,000 0 8,000

(0)

(2,119) (2,000) (1,000) (5,000)

新規 0 2,119 2,000 1,000 5,000

くらし
５

(0)
(2,756) (2,000) (2,000) (7,000)

新規 0 2,756 2,000 2,000 7,000

(1,006)
(2,997) (3,000) (3,000) (9,000)

一部新
規

3,032 2,997 3,000 3,000 9,000

(0)
(2,764) (3,000) (3,000) (8,000)

新規 0 2,764 3,000 3,000 8,000

(0)
(1,980) (2,000) (2,000) (5,000)

新規 0 1,980 2,000 2,000 5,000

(136,034) (236,885) (200,000) (170,000) (607,000)

387,193 553,322 664,000 635,000 1,852,000

くらし
６

(238,738)

(115,947) (628,000) (628,000) (1,372,000)

継続 769,202 377,327 2,026,000 2,026,000 4,429,000

(20,700)

(25,700) (26,000) (18,000) (70,000)

継続 20,700 25,700 26,000 18,000 70,000

(329,668)

(211,511) (215,000) (220,000) (647,000)

継続 989,006 634,533 647,000 663,000 1,945,000

(0)

(12,746) (11,000) (9,000) (33,000)

新規 0 18,394 19,000 15,000 52,000

(10,021)

(20,969) (17,000) (18,000) (56,000)

一部新
規

12,528 29,867 23,000 25,000 78,000

(599,127) (386,873) (897,000) (893,000) (2,177,000)

1,791,436 1,085,821 2,741,000 2,747,000 6,574,000
（くらし６ 高齢者の安心確保緊急支援プログラム 計）

健康福
祉部

地域高齢
者のため
の協働支
援事業費

地域における高齢者の支援体制を確
立し、効果的な介護予防施策を推進
するため、介護認定状況等の調査・
分析や先進事例の収集、情報提供
等を行うとともに、保健・医療・福祉の
ネットワークを構築します。

健康福
祉部

安心して
利用でき
る介護
サービス
づくり事
業費

介護サービスの質の向上を図るた
め、本県の特色である自己評価を重
視した第三者評価制度のしくみづくり
を進めるとともに、痴呆性高齢者施
策の要であるグループホームについ
て、新たに開設予定者を対象に研修
を行います。

健康福
祉部

高齢者小
規模多機
能施設設
置推進事
業費

高齢者が住み慣れた地域で安心して
暮らし続けられるよう、多様なサービ
スの提供が可能な小規模多機能施
設の設置を促進するため、社会福祉
法人等が行う空き家、空き店舗等の
改修に対して補助します。

健康福
祉部

介護予
防・地域
支え合い
事業費補
助金

高齢者の在宅生活を支援するため、
高齢者が要介護状態に陥ったり、状
態が悪化しないための介護予防事業
を実施している市町村に対し、経費
の一部を補助します。

（くらし５ 食の安全・安心確保プログラム 計）

高齢者
の安心
確保緊
急支援プ
ログラム
（主担当
部局：健
康福祉
部）

健康福
祉部

特別養護
老人ホー
ム整備事
業費補助
金

真に施設サービスを必要とする高齢
者のために、「個室・ユニットケア型」
特別養護老人ホームの整備を支援し
ます。

科学技
術振興
セン
ター

下痢性貝
毒による
食中毒の
未然発生
防止のた
めの予察
技術開発
費

下痢性貝毒による食中毒の未然防
止を図るため、貝類が毒化する可能
性を事前に予測し、消費者や事業者
に迅速かつ的確に情報発信するため
の予察技術開発を行います。

科学技
術振興
セン
ター

食の安全
理解増進
意見聴取
事業

消費者との交流の場を設け、食の安
全に関する科学技術への理解増進
を図ります。

科学技
術振興
セン
ター

食品中残
留農薬分
析の迅速
化に関す
る研究費

食品中に残留する農薬の分析結果
を速やかに行政側に提供するため、
精度良くかつ環境に負担を与えるこ
となく、簡便に分析する技術の確立を
図り、新規農薬の分析方法を開発し
ます。

食の安
全・安心
確保プロ
グラム
（主担当
部局：農
水商工
部）

科学技
術振興
セン
ター

食の安全
安心確保
のための
作物管理
技術開発
事業費

安全・安心な農産物の生産のため、
化学合成農薬の使用を減らすトマト
やお茶など主要農作物の病害虫防
除技術を開発します。

科学技
術振興
セン
ター

抗菌性物
質無添加
飼料給与
による鶏
肉・豚肉
生産技術
の開発費

耐性菌の出現を抑制するため、抗菌
性物質を使用しない飼料で、安全・安
心な鶏肉・豚肉を生産する技術を開
発します。

セン
ター

する研究
開発事業

国 、
コムギ、ダイズ）とコムギ赤カビ病菌
毒素（コムギ）の基準値を遵守できる
生産技術の研究開発を行います。



くらし
７

(39,384)

(48,098) (50,000) (51,000) (149,000)

継続 39,384 48,098 50,000 51,000 149,000

(3,483)

(11,114) (11,000) (11,000) (33,000)

一部新
規

6,966 11,908 12,000 12,000 36,000

(0)

(14,422) (12,000) (12,000) (38,000)

新規 0 14,422 12,000 12,000 38,000

(106,647)

(106,098) (106,000) (108,000) (320,000)

継続 117,374 116,588 116,000 121,000 354,000

(8,724)

(10,332) (10,000) (10,000) (30,000)

継続 37,680 40,709 40,000 40,000 121,000

(11,235)

(11,666) (12,000) (12,000) (36,000)

継続 22,470 23,332 24,000 24,000 71,000

(59,213)

(75,010) (95,000) (118,000) (288,000)

継続 118,426 150,019 190,000 236,000 576,000

くらし
７

(13,977)

(15,057) (32,000) (32,000) (79,000)

継続 27,952 30,113 64,000 64,000 158,000

健康福
祉部

精神障害
者地域生
活支援セ
ンター運
営事業

地域で生活している精神障害者が継
続して自立した生活が送れるよう、相
談支援の拠点となる生活支援セン
ターへの運営支援を行うとともに、社
会的入院を解消するため、退院促進
の支援を行います。

障害者
の地域
生活支
援プログ
ラム
（主担当
部局：健
康福祉

健康福
祉部

精神科救
急医療シ
ステム運
用事業

病院群輪番制により、休日夜間にお
ける緊急な医療を必要とする精神障
害者等のための、精神科救急医療体
制を確保します。

健康福
祉部

高次脳機
能障害者
生活支援
事業

脳外傷等の後遺症で、記憶、言語、
集中力など脳の高次機能に障害が
発生し、職業復帰や社会復帰に支障
が生じた高次脳機能障害者に対し、
総合的なリハビリテーションや相談支
援を行います。

健康福
祉部

自閉症・
発達障害
支援セン
ター運営
事業

地域で生活する自閉症・発達障害児
（者）や家族に対する相談支援を行う
とともに、日常的に関わる福祉関係
職員等の人材育成を行います。

教育委
員会

障害児者
地域連
携・自立
支援事業

盲・聾・養護学校の生徒が一般就労
できるように、個々の特性やライフプ
ランに応じた職場実習の拡充に取り
組むとともに、地域の事業者、労働・
福祉・教育等関係機関のネットワーク
により、円滑な就労を支援する。ま
た、障害のある児童生徒一人ひとり
の教育的ニーズに応じた適切な学習
指導や自立支援を行うため、特別支
援教育コーディネーターを育成する。

健康福
祉部

障害者地
域生活支
援セン
ター運営
事業

地域で生活している障害者が継続し
て自立した生活が送れるよう、相談
支援の拠点となる生活支援センター
への運営支援を行うとともに、地域で
の相談支援体制のあり方について検
討を行います。

障害者
の地域
生活支
援プログ
ラム
（主担当
部局：健
康福祉
部）

健康福
祉部

障害者の
多様な暮
らしの場
づくり支
援事業

知的障害者が、入所施設ではなく地
域で安心して暮らせるようにするた
め、多機能型グループホームの整備
に対する補助や、地域生活定着化の
ための運営費加算に対する補助を行
います。

健康福
祉部

障害者の
チャレン
ジ支援事
業

授産施設等に通う障害者の一般就
労と新たな職場開拓を進めるため、
一般事業所を利用した施設外授産活
動を拡充するとともに、新たに知的障
害者を対象とした県庁舎における職
場実習や介護サービス分野への就
労に対する支援を行います。



(0)

(1,383) (49,000) (43,000) (93,000)

継続 1,453 1,383 49,000 43,000 93,000

(242,663) (293,180) (377,000) (397,000) (1,067,000)

371,705 436,572 557,000 603,000 1,597,000

くらし
８

(0)

(23,201) (32,000) (40,000) (95,000)

新規 0 23,201 32,000 40,000 95,000

(0)

(724) (1,000) (7,000) (9,000)

新規 0 724 2,000 14,000 17,000

(0)

(4,799) (28,000) (36,000) (69,000)

新規 0 5,309 36,000 48,000 89,000

(0)

(10,770) (25,000) (16,000) (52,000)

新規 0 33,770 48,000 37,000 119,000

(0)

(6,884) (5,000) (5,000) (17,000)

新規 0 7,484 6,000 6,000 19,000

(0)

(565) (19,000) (49,000) (69,000)

新規 0 565 27,000 69,000 97,000

(0) (46,943) (110,000) (153,000) (311,000)

0 71,053 151,000 214,000 436,000

くらし
９

(170,690)

(436,445) (593,000) (400,000) (1,429,000)

継続 340,131 765,363 1,156,000 601,000 2,523,000

(91,275)

(144,738) (148,000) (158,000) (451,000)

継続 166,930 302,833 294,000 314,000 911,000

（くらし８ 医療体制緊急整備プログラム 計）

少子化
対策の
ための子
育て家庭
応援プロ
グラム
（主担当
部局：健
康福祉
部）

健康福
祉部

保育所整
備費負担
（補助）
金

保育に欠ける児童の健全育成を図る
ため、市町村又は社会福祉法人等が
保育所を設置等する場合に、その整
備に要する経費を補助します。

健康福
祉部

放課後児
童対策事
業費補助
金

昼間保護者のいない小学校低学年
児童等の健全育成を図るため、児童
館などの身近な施設等を活用した放
課後児童クラブ施設の運営及び施設
整備に要する経費を補助します。

健康福
祉部

乳がん対
策推進事
業

がん死亡率の減少をめざして、乳が
んの予防から術後ケアまでの一貫し
た体制を整備するため、生活習慣の
改善や乳がん検診の受診率の向上
を進めるとともに、健診従事者の研
修や乳がん患者の登録・追跡。実態
調査等によるがん検診の精度管理を
行います。

健康福
祉部

医療情報
提供シス
テム整備
事業

現行の医療情報システムを拡張する
ことにより、県内の医療機関の情報
を収集し、県民に対し、公表すること
により開かれた医療提供体制を構築
する。

健康福
祉部

こどもの
救急医療
整備充実
事業

内科医等小児科以外の医師への小
児救急医療に係る研修を実施し、、
小児の初期救急医療に対応できる医
師を養成する。

健康福
祉部

質の高い
がん医療
の推進支
援事業

三重県における総合的ながん対策に
ついて検討する協議会を開催し、一
次予防から検診、治療までの一貫し
た対応ができるよう体制強化と整備
に努めるものとする。

（くらし７ 障害者の地域生活支援プログラム 計）

医療体
制緊急
整備プロ
グラム
（主担当
部局：健
康福祉
部）

健康福
祉部

医師確保
対策事業

医学生の奨学金制度等により、貸付
者に対し義務年限を課すことにより、
へき地に勤務する医師や不足してい
る小児科医、産婦人科医を確保す
る。

健康福
祉部

救急医療
機能分担
促進事業

初期救急医療及び二次救急医療に
おける各体制の機能分担を促進し、
県民に対する適正かつ迅速な医療
の提供を行う。

康福祉
部）

健康福
祉部

新たな精
神保健分
野に対応
する相談
支援事業

ひきこもりや人格障害など、問題が
複雑で対応が困難な事例に対応する
相談支援体制のあり方を検討すると
ともに、サポートセンターを北勢地域
に設置するための準備を行います。



(5,643)

(11,629) (13,000) (14,000) (39,000)

継続 5,813 13,345 14,000 15,000 42,000

(99,271)

(116,056) (162,000) (201,000) (479,000)

継続 198,541 237,011 317,000 387,000 941,000

(1,675)

(14,352) (7,000) (7,000) (28,000)

一部新
規

1,675 14,363 7,000 7,000 28,000

(0)

(9,164) (9,000) (9,000) (27,000)

新規 0 10,040 10,000 10,000 30,000

(10,635)

(7,826) (8,000) (8,000) (24,000)

継続 10,635 7,826 8,000 8,000 24,000

(379,189) (740,210) (940,000) (797,000) (2,477,000)

723,725 1,350,781 1,806,000 1,342,000 4,499,000

くらし
10

(0)

(8,418) (9,000) (14,000) (31,000)

新規 0 16,338 25,000 40,000 81,000

(6,594)

(9,146) (9,000) (9,000) (27,000)

継続 10,756 15,505 14,000 14,000 44,000

くらし
10

(0)
(1,106) (4,000) (5,000) (10,000)

新規 0 1,204 4,000 5,000 10,000

(0)
(77,699) (41,000) (4,000) (123,000)

新規 0 246,744 131,000 13,000 391,000

(6,594) (96,369) (63,000) (32,000) (191,000)

10,756 279,791 174,000 72,000 526,000

くらし
11

(16,200)
(22,035) (17,000) (17,000) (56,000)

一部新
規

16,200 22,035 17,000 17,000 56,000

（くらし10 児童虐待緊急対応プログラム 計）

子どもた
ちが安心
できる学
習プログ
ラム
（主担当
部局：教

員

教育委
員会

生徒指導
対策事業

校内暴力・いじめ等の防止、解決に
向け、学校、家庭、地域が一体となっ
た活動や生徒指導の中心となる教員
の指導力の向上等に取り組み、安心
して学べる学校づくりを進める。

児童虐
待緊急
対応プロ
グラム
（主担当
部局：健
康福祉
部）

健康福
祉部

家族再生
支援推進
事業

被虐待児の施設から家庭等への復
帰を促進するため、被虐待児や保護
者に、より専門的な支援を提供すると
ともに、里親による家庭的養育環境
の向上を図るため、専門里親等の育
成を行います。

健康福
祉部

児童虐待
防止拠点
整備事業

被虐待児の保護と家族再生を支援す
るため、北勢地域の児童養護施設及
び乳児院が行う、入所定員の拡充と
親子生活訓練室、地域交流スペース
等の新設を伴う改築整備に対して補
助します。

児童虐
待緊急
対応プロ
グラム
（主担当
部局：健
康福祉
部）

健康福
祉部

育児不安
の早期解
消・軽減
援助事業

出産前後など子育ての初期段階から
支援を行うため、産婦人科、小児科
などの医療機関との連携を強化する
とともに、育児不安・負担感の解消、
軽減を図るため、要支援家庭への訪
問等を行う市町村の母子保健活動を
支援します。

健康福
祉部

児童虐待
防止地域
体制推進
事業

関係者が協働して児童虐待の予防・
早期発見に取り組む児童虐待防止
ネットワークの設置などを支援しま
す。

健康福
祉部

子育て情
報交流セ
ンター事
業

子育て中の家庭の様々な不安を解
消し、、子育てを社会全体で支える環
境づくりを行うため、子育て支援のセ
ンター機能を果たすべく情報管理や
人材育成等の充実を図るとともに地
域における子育て環境整備を促進す
るためのネットワークづくりを強化し
ます。

（くらし９ 少子化対策のための子育て家庭応援プログラム 計）

教育委
員会

いきいき
親子サ
ポートプ
ラン事業

親が自信をもって家庭教育ができる
ように、子どもとのコミュニケーション
方法や子どもの能力の伸ばし方など
を学習するためのプログラムを作成
するとともに、地域子育て支援セン
ター等でプログラムを活用して学習
するための支援を行う。

教育委
員会

障害児就
学前支援
事業

盲・聾・養護学校を中心に、関係機関
等で構成する協議会を立ち上げ、障
害のある乳幼児・児童生徒及び保護
者への早期からの一貫した支援を行
う。 また、
盲・聾・養護学校における教育相談
体制を充実し、障害のある乳幼児・
児童生徒及び保護者に、より早い時
期からの教育相談体制を実施するこ
とで、障害に対する不安の軽減と障
害の状態の改善につなげ、保護者の
子育て支援を行う。

生活部

ファミ
リー・サ
ポート・
センター
設置促進
事業

勤労者の育児の不安や負担感を軽
減し、安心して仕事と家庭を両立でき
る環境づくりを推進するため、地域に
おける子育て等の相互援助組織であ
るファミリー・サポート・センターの市
町村による設置と機能の強化を支援
します。

健康福
祉部

地域子育
て支援ｾﾝ
ﾀｰ事業費
補助金

地域全体で子育てを支援する基盤を
形成するため、保育所や医療機関等
に専任の職員を配置して、子育てに
関する相談や子育てサークルの育成
などを行う地域子育て支援センター
事業に補助します。



(15,054)

(16,439) (17,000) (6,000) (39,000)

継続 15,054 16,439 17,000 6,000 39,000

(0)
(0) (95,000) (95,000) (190,000)

継続 93,649 95,220 95,000 95,000 285,000

(5,035)

(10,479) (10,000) (10,000) (31,000)

一部新
規

11,704 18,345 18,000 18,000 54,000

(52,116)
(85,241) (108,000) (127,000) (320,000)

継続 134,452 164,154 209,000 250,000 623,000

(0)
(9,702) (10,000) (10,000) (30,000)

新規 0 9,702 10,000 10,000 30,000

(0)

(4,485) (4,000) (4,000) (12,000)

新規 0 4,485 4,000 4,000 13,000

(0)
(3,060) (5,000) (7,000) (15,000)

新規 0 3,060 5,000 7,000 15,000

くらし
11

(0)

(7,000) (12,000) (6,000) (25,000)

新規 0 7,000 12,000 6,000 25,000

(88,405) (158,441) (278,000) (282,000) (718,000)

271,059 340,440 387,000 413,000 1,140,000

(0)

(57,139) (25,000) (25,000) (107,000)

新規 0 57,139 25,000 25,000 107,000

(0) (57,139) (25,000) (25,000) (107,000)

0 57,139 25,000 25,000 107,000

くらし
13

(0)

(143,045) (186,000) (186,000) (515,000)

（くらし12 ごみゼロ社会実現プログラム 計）

不法投
棄のない
安全な循
環型社 環境森

林部

不法投棄
等の是正

県内の不適正処理事案のなかで、行
為者に資力がない等の理由により長
期間放置され撤去・改善の見込みの

（くらし11 子どもたちが安心できる学習プログラム 計）

くらし
12

ごみゼロ
社会実
現プログ
ラム
（主担当
部局：環
境森林
部）

環境森
林部

「ごみゼ
ロ社会」
実現推進
事業

ごみの発生・排出が極力抑制され、
排出された不用物は最大限資源とし
て有効利用される「ごみゼロ社会」の
実現に向け、県民、事業者、市町村
との協働のもとにその将来像や道筋
を明らかにし、具体的な施策を示す
ため、「ごみゼロ社会実現プラン」を
策定します。
また、プラン策定に必要な基礎データ
や情報を収集するため、各種調査を
実施するとともに、県民、事業者等の
理解と参画を促進します。

子どもた
ちが安心
できる学
習プログ
ラム 生活部

非行防止
地域ネッ
トワーク
推進事業

青少年が犯罪・非行に走らず、犯罪
に巻き込まれない環境づくりのため、
日常的に地域住民や関係機関・団体
が連携して多様な非行防止活動を推
進する地域ネットワークのモデルをつ
くり、その成果の情報発信などにより
各地域での非行防止の取組につな
げていきます。

教育委
員会

不登校を
中心とし
た教育相
談事業

不登校を中心とした教育相談を支援
するため、各学校・適応指導教室・家
庭等に対して心理臨床的な側面から
支援し教育相談体制の整備を図る。
１ 教育相談の実施
２ 夜間教育相談の充実
３ 教育相談係専用相談日開設
４ 適応指導教室担当者専用相談日
開設

教育委
員会

不登校対
策事業

不登校児童生徒の社会的な自立を
目指し、市町村教育委員会等と連携
して、教育支援センター（適応指導教
室）等による家庭への訪問指導の支
援や訪問指導員のスキルアップを図
るための研修を実施します。

教育委
員会

スクール
カウンセ
ラー等活
用促進事
業

校内暴力やいじめ、不登校などに適
切に対応するため、中学生を中心
に、臨床心理に関する専門的な知識
や技能を有するスクールカウンセ
ラー等の配置を進め、児童生徒の心
の相談にあたる。

教育委
員会

教職員カ
ウンセリ
ング研修
事業

学校内の教育相談の中核となる専門
性を有する教員を養成し、子どもや
保護者が気軽に相談できる体制を整
え、子どもたちが、一人で悩みを抱え
ることなく、安心して学校生活が送れ
るようにする。

教育委
員会

競技ス
ポーツ充
実事業

  一貫指導マニュアルを活用して､発
育･発達に応じた適切なスポーツ指
導を行うことにより､競技力の向上を
図る｡

教育委
員会

運動部活
動活性化
事業

生徒のスポーツへの多様なニーズに
応えるため、運動部活動に外部指導
者の活用を進めるともに、指導者の
資質向上のため研修会を開催する。
また、異校種・複数校間及び地域と
の連携により運動部活動の活性化を
図る。

育委員
会）

教育委
員会

総合型地
域スポー
ツクラブ
育成事業

県民の多様なスポーツニーズに対応
するとともに、子どもたちがスポーツ
を通じて規範意識や社会性を身につ
けることができるよう、総合型地域ス
ポーツクラブマネージャーやスポーツ
指導者の養成等を行い、いつでも気
軽に参加できる総合型地域スポーツ
クラブの育成を支援する。



新規 0 143,045 186,000 186,000 515,000

(0)

(4,845) (4,000) (4,000) (13,000)

新規 0 4,845 4,000 4,000 13,000

(0) (147,890) (190,000) (190,000) (528,000)

0 147,890 190,000 190,000 528,000

くらし
14

(0)

(423,453) (438,000) (453,000) (1,314,000)

新規 0 423,453 438,000 453,000 1,314,000

(58,662)

(13,837) (16,000) (6,000) (36,000)

継続 245,479 586,709 691,000 239,000 1,517,000

(0)

(118,715) (91,000) (108,000) (318,000)

新規 0 118,715 91,000 108,000 318,000

（くらし14 海・山・川身近な自然の保全プログラム 計） (58,662) (556,005) (546,000) (566,000) (1,668,000)

（生活排水処理緊急対策） 245,479 1,128,877 1,221,000 800,000 3,150,000

くらし
15

(0)
(8,792) (11,000) (12,000) (32,000)

新規 0 10,292 14,000 15,000 39,000

(0)

(12,958) (49,000) (49,000) (111,000)

新規 0 12,958 49,000 49,000 111,000

(0)
(19,147) (24,000) (28,000) (71,000)

新規 0 19,147 24,000 28,000 71,000

(0)
(11,769) (1,000) (3,000) (16,000)

新規 0 11,769 1,000 3,000 16,000

(0)

(0) (48,000) (53,000) (101,000)

継続 42,740 43,200 48,000 53,000 144,000
総合企
画局

住宅用太
陽光発電
システム
普及支援
事業費

石油依存度の高い我が国のエネル
ギー事情や地球温暖化等環境問題
に対応するためには、新エネルギー
の導入促進が強く求められている。
そのため、市町村が行う住民に対す
る支援事業を県が補助することによ
り、住宅用太陽光発電システムの導
入を促進させる。

環境森
林部

県民総参
加による
エコポイ
ント推進
事業

県民が行う電気使用量等の削減活
動、パーク＆ライド活動などの三重モ
デルの自主的なＣＯ2排出削減活動
に対して支援します。

環境森
林部

地球温暖
化防止手
法検討事
業

事業者等のＣＯ2削減の実効性を確
保するため、意識調査やＣＯ2排出実
態の分析を行い、県民や事業者との
協働のもとで条例の改正も視野に入
れた新たな制度の検討を行います。

団体営農業集落排水整備促進事業
（生活排水処理緊急対策事業）に取
り組む市町村の起債償還に対して助
成を行います。

みんなで
取り組む
CO2排出
削減プロ
グラム
（主担当
部局：環
境森林
部）

環境森
林部

地球温暖
化防止活
動推進セ
ンター事
業

地球温暖化防止の活動拠点となる
「三重県地球温暖化防止活動推進セ
ンター」を指定し、実効性のある温暖
化対策活動の検討や地球温暖化防
止活動推進員の育成、啓発・広報活
動などを行います。

環境森
林部

地球温暖
化対策地
域協議会
支援事業

地域に根ざした温暖化防止の取組活
動を行う「地球温暖化対策地域協議
会」の設立を促進するため、地域協
議会が主体となって行う事業に対す
る補助制度を創設するとともに、設立
に向けた講演会やセミナーを開催し
ます。

（くらし13 不法投棄のない安全な循環型社会実現プログラム 計）

海・
山・川
身近な
自然の
保全プ
ログラ
ム（生
活排水
処理緊
急対
策）
（主担
当部
局：環
境森林
部）

環境森
林部

合併処理
浄化槽整
備重点促
進事業

環境基準が達成されていない河川や
閉鎖性水域の流域など、水質改善が
特に必要な地域において、合併処理
浄化槽に対する県費助成に加え、市
町村が設置し、その後の維持管理も
公営事業として行う高度処理型合併
処理浄化槽の整備に対して県費助
成を実施します。

農水商
工部

団体営農
業集落排
水整備促
進事業
（公共事
業（生活
排水処理
緊急対策
事業））

水質改善が特に必要な地域であり、
かつ生活排水処理施設の整備が遅
れている地域において、農業集落排
水処理施設の整備を重点的に進め
ます。

農水商
工部

団体営農
業集落排
水整備支
援事業
（県単公
共事業
（生活排
水処理緊
急対策事
業））

型社
会実現プ
ログラム
（主担当
部局：環
境森林
部）

林部
等の是正
推進事業

期間放置され撤去 改善の見込みの
ない事案について、安全性確認調査
を行います。

環境森
林部

産業廃棄
物監視指
導重点事
業

市町村や森林組合と協働すること
で、廃棄物の不法投棄の監視活動の
強化を図ります。さらに、県警の車両
監視システムを活用し、産業廃棄物
の不適正処理の早期発見に努めま
す。



(0)

(3,779) (24,000) (24,000) (52,000)

継続 27,136 24,000 24,000 24,000 72,000

(0)

(0) (36,000) (36,000) (72,000)

新規 0 72,450 72,000 72,000 217,000

(0) (56,445) (193,000) (205,000) (454,000)

69,876 193,816 232,000 244,000 670,000

絆１

(0)

(38,492) (38,000) (38,000) (114,000)

新規 0 38,492 38,000 38,000 114,000

絆１

(0)

(110,120) (80,000) (15,000) (205,000)

新規 0 110,120 80,000 15,000 205,000

(0)

(64,542) (42,000) (42,000) (149,000)

新規 0 64,542 42,000 42,000 149,000

(6,788)

(4,925) (4,000) (0) (9,000)

継続 6,788 4,925 4,000 0 9,000

(0)

(16,458) (2,000) (4,000) (22,000)

新規 0 16,458 2,000 4,000 22,000

(177,000)

(127,000) (324,000) (500,000) (951,000)

継続 252,000 252,000 324,000 500,000 1,076,000

(183,788) (361,537) (490,000) (599,000) (1,451,000)
（絆１ 観光みえの魅力増進プログラム 計）

県土整
備部

松阪・東
紀州地域
交流空間
創造事業

歴史と文化を活かしたまちづくりを
進めている松阪市や｢熊野古道」の
世界遺産登録が予定されている東紀
州地域において、それぞれの地域資
源を利活用した景観や街並みを地域
住民や市町村との協働により創造す
ることで地域振興や観光振興につな
げる。

県土整
備部

まちづく
りプロ
ジェクト
事業

企画・計画段階から住民参画を進
め、地域住民のニーズを反映させた
設計により景観づくりなどの公共事
業を実施することで、住民満足度の
高い社会資本整備を実現するととも
に、そのためのシステムづくりや環境
づくりを進める。

農水商
工部

外客誘致
推進事業

  中部国際空港の開港や愛知万博
の開催が予定されている、この期を
活かし本県への外国人観光客の誘
客を積極的に進めるため、広告宣伝
や誘客活動などを実施し、本県への
誘客を図る。

県土整
備部

伊勢志摩
快適空間
創造事業

伊勢志摩地域のモデル地区におい
て、地域住民、市町村、県の協働に
より、景観や街並みといった空間快
適性を向上させることで、観光客が
訪れたくなるまちづくり、住民が誇れ
るまちづくりを推進する。

観光みえ
の魅力
増進プロ
グラム
（主担当
部局：農
水商工
部）

農水商
工部

観光客誘
客推進事
業

近年の本県の観光入込客数は横
ばい状態にあることから、地域の魅
力的な観光資源を十分に活用した誘
客につながる取組を展開することに
より、観光入込客数の増加を図る。
◎熊野古道・芭蕉生誕３６０年キャン
ペーンの実施
◎修学旅行の誘致

観光みえ
の魅力
増進プロ
グラム
（主担当
部局：農
水商工
部）

農水商
工部

観光商品
づくり推
進事業

  本県の各地域の観光資源を最大限
に活かし、観光客が訪れてみたくなる
ような魅力的な観光商品を提供する
ことにより、本県への観光入込客数
を増加させるため、観光商品づくりの
仕組みを構築するとともに、広域の
協議会等の取組を支援する。
◎三重の観光プロデュース事業
◎観光商品づくり市町村等支援事業
◎観光商品販売促進事業

総合企
画局

県施設へ
の新エネ
ルギー率
先導入事
業

石油依存度の高い我が国のエネル
ギー事情や地球温暖化等環境問題
に対応するためには、新エネルギー
の導入促進が強く求められている。

このため、県民への新エネルギー
の普及啓発を行うため、県施設へ太
陽光発電システムを率先導入する。

（くらし15 みんなで取り組むＣＯ２排出削減プログラム 計）

総合企
画局

エコス
クール支
援事業

石油依存度の高い我が国のエネル
ギー事情や地球温暖化等環境問題
に対応するためには、新エネルギー
の導入促進が強く求められている。
そのため、市町村、学校法人が実施
する学校施設への太陽光発電設備
導入事業に補助し、導入を促進する
ことにより、児童生徒が身近な体験
教材として活用するとともに、児童生
徒を通して地域住民の環境問題及び
エネルギー問題への関心を深める。



258,788 486,537 490,000 599,000 1,576,000

絆２

(2,093)

(14,898) (10,000) (11,000) (36,000)

一部新
規

2,093 14,898 10,000 11,000 36,000

(0)

(8,939) (15,000) (16,000) (40,000)

新規 0 8,939 15,000 16,000 40,000

絆２

(1,695)

(1,985) (1,000) (1,000) (4,000)

一部新
規

1,695 1,985 1,000 1,000 4,000

(0)

(1,076) (3,000) (2,000) (6,000)

新規 0 1,076 3,000 2,000 6,000

（絆２ 歴史的・文化的遺産を活かした三重の魅力づくり (3,788) (26,898) (29,000) (30,000) (86,000)

プログラム 計） 3,788 26,898 29,000 30,000 86,000

絆３

(55,527)

(108,032) (34,000) (15,000) (157,000)

継続 55,527 128,032 34,000 15,000 177,000

(1,015)

(1,086) (61,000) (0) (62,000)

継続 61,015 617,049 939,000 0 1,556,000

(30,071)

(18,180) (26,000) (26,000) (70,000)

継続 30,071 18,180 26,000 26,000 70,000

(0)

(60,954) (248,000) (150,000) (459,000)

地域振
興部

紀南集客
交流推進
事業費

「紀南地域の振興策」（提言）並びに
「紀南地域振興策の推進に向けての
基本方針」に基づき、熊野古道を中
心とした地域資源の有効活用を図り
ながら、集客交流の基盤整備や体制
づくりを進めます。

○紀南集客交流プロデュース事業

地域振
興部

中核的交
流施設整
備事業費

「紀南地域の振興策」（提言）並びに
「紀南地域振興策の推進に向けての
基本方針」に基づき、集客交流の推
進に向け、中核となる交流施設の整
備に取り組みます。

○中核的交流施設整備事業
平成16年度

・中核的交流施設基本構想策定事
業

・施設用地の測量及び鑑定

熊野古
道の保
全と活用
による地
域活性
化プログ
ラム
（主担当
部局：地
域振興
部）

地域振
興部

世界遺産
（熊野古
道）対策
推進事業
費

平成１６年度の世界遺産登録を目指
す
熊野古道の保全と活用のため、熊野
古
道アクションプログラムの着実な推進
を
図り、地域の活性化につなげていく。
・熊野古道協働プロジェクトの推進
・世界遺産登録記念事業
・来訪者増対策緊急基盤整備

地域振
興部

熊野古道
センター
（仮称）
整備事業
費

世界遺産登録を目指している「熊野
古道」の魅力を全国に発信し、併せ
てその保全・活用を図るとともに、東
紀州への集客交流のための情報拠
点等としての熊野古道センター（仮
称）を整備する。

整備スケジュール
平成１５年度：基本構想、基本設

計、用地購入等
平成１６年度：実施設計、造成工

事、建設工事着手
平成１７年度：建設工事等
平成１８年度：オープン予定

歴史的・
文化的
遺産を活
かした三
重の魅
力づくり
プログラ
ム
（主担当
部局：生
活部）

生活部

歴史的・
文化的遺
産を活か
した県事
業等の推
進環境づ
くり事業
費

県事業・市町村事業を実施する中
で、総合的な観点から歴史的・文化
的遺産を活かした事業が展開できる
県・市町村職員を育成するとともに、
地域の活動者との交流機会づくりに
取り組みます。また、歴史的・文化的
遺産の保全・活用における、法令等
を含めたさまざまな制度を活用した
仕組みを構築・運用することで地域
の活動を支援・促進します。

生活部

歴史資料
の保存活
用環境づ
くり事業

明治期以来の県の公文書や、県史
編さん事業に伴って収集した資料な
ど、歴史的・文化的価値を有する資
料を県民が気軽に活用できる環境整
備を行うとともに、これらの魅力をＰＲ
する取組を進め、県民が本県の歴
史・文化に興味をもち、地域活動等に
つなげていくための条件整備をはか
ります。

（絆１ 観光みえの魅力増進プログラム 計）

歴史的・
文化的
遺産を活
かした三
重の魅
力づくり
プログラ
ム
（主担当
部局：生
活部）

生活部

歴史的・
文化的遺
産を活か
した風情
あるまち
づくり推
進事業

県内の歴史的・文化的遺産の価値や
保全状況を地域住民等との協働によ
り明らかにするとともに、専門的な見
地から保全・活用に貢献できる人材
の育成・確保等を進め、これら遺産
のＰＲと活用による地域づくり活動を
支援します。

生活部
文化戦略
推進事業
費

各地域における文化、歴史、景観、
風情などの面から価値のある資産等
を活かした、個性と魅力のある５０年
後の三重の姿を見据えたグランドデ
ザインを構築し、その実現に向けた
戦略を策定したうえで、効果的で広
がりをもった具体的な取組を構築、推
進します。



新規 0 60,954 808,000 500,000 1,369,000

(851)
(1,577) (2,000) (2,000) (6,000)

継続 851 1,577 2,000 2,000 6,000

(87,464) (189,829) (371,000) (193,000) (754,000)

147,464 825,792 1,809,000 543,000 3,178,000

絆４

(1,326,950)
(701,000) (1,419,000) (1,452,000) (3,570,000)

継続 6,431,000 6,602,000 6,700,000 6,850,000 20,152,000

(1,735,000)
(11,885) (645,000) (645,000) (1,302,000)

継続 2,891,000 3,738,885 3,739,000 3,739,000 11,217,000

(93,747)
(84,676) (97,000) (103,000) (285,000)

継続 120,447 105,013 110,000 110,000 325,000

(90,000)
(100,000) (80,000) (90,000) (270,000)

継続 90,000 100,000 80,000 90,000 270,000

(140,000)

(170,000) (150,000) (140,000) (460,000)

継続 140,000 170,000 150,000 140,000 460,000

(986,133)
(3,333) (1,253,000) (1,253,000) (2,510,000)

継続 1,643,133 2,123,333 2,123,000 2,123,000 6,370,000

(4,371,830) (1,070,894) (3,644,000) (3,682,000) (8,397,000)

11,315,580 12,839,231 12,903,000 13,052,000 38,794,000

絆５

(4,500)

(4,500) (9,000) (9,000) (23,000)

継続 4,500 4,500 9,000 9,000 23,000

(0)

(33,709) (16,000) (16,000) (66,000)

新規 0 33,709 16,000 16,000 66,000

(0)

(4,987) (2,000) (3,000) (10,000)

生活部
人権相談
体制充実

  ＮPO等による有効な相談体制、悩
み等をもつ人が行政の相談窓口の
活用を気軽にできる体制を構築する
ための調査・研究及びNPO等が行う
「人権 関する 談員 談 活

県民との
協働でつ
くる一人
ひとりが
尊重さ
れ,誰も
が参画で
きる社会
づくりプ
ログラム
（主担当
部局：生
活部）

生活部

ひとにや
さしいま
ちづくり
支援事業

  人権の視点からひとにやさしいまち
づくりを推進するために、各地域の小
学校区程度の範囲の中で、住民等が
主体となって行うモデル的な取組に
対し支援します。

教育委
員会

子ども一
人ひとり
が尊重さ
れる学校
づくり事
業

人権教育生徒用教材を作成・配付
し、子ども・保護者・地域住民が参加
する「子ども人権ネットワーク」を構築
することで、子ども一人ひとりが学校
や地域でいきいきと過ごすことができ
るように、学校・地域・家庭が一体と
なった人権教育を推進する。

県土整
備部

高速道路
網に関連
する直轄
道路事業

県民が安全、安心を実感できるよ
う、道路ネットワークの根幹となる高
速道路と一体となって機能する道路
の整備を促進する。

（絆４ 高速道路と市町村合併を支援する道路整備プログラム 計）

県土整
備部

高速道路
に関連す
る用地取
得対策費

高規格幹線道路等の建設に伴う国
土交通省からの受託による用地事務
等を実施し、当事業の迅速かつ円滑
な遂行を図るものである。

県土整
備部

高速道路
に関連す
る施設整
備事業費

高速道路に関連して新たな整備が
必要と思われる河川及び砂防施設
等の整備を高速道路の供用にあわ
せ、一体的に実施し、円滑な高速道
路事業の推進を図る。

県土整
備部

高速道路
に関連す
る市町村
補助金

「高速道路の建設に伴い必要とな
る公共施設の整備を促進することに
より、高速道路の整備を円滑にす
る。」ことを目的に高速道路の通過市
町村に対して、高速道路に交差又は
近接し、市町村が単独で実施する道
路事業、河川事業及び公園事業に対
し１／３を補助する事業。

高速道
路と市町
村合併を
支援する
道路整
備プログ
ラム
（主担当
部局：県
土整備
部）

県土整
備部

市町村合
併支援道
路整備事
業（県管
理道路）

県管理道路の道路及び橋梁の改
築を行い、合併支援道路の整備を行
う。

県土整
備部

市町村合
併を支援
する直轄
道路事業

道路ネットワークの中心となる直轄
道路のうち市町村合併に伴う新市の
地域づくりを積極的に支援するため、
新市の中心部と周辺部を連絡する道
路等の整備を促進する。

教育委
員会

熊野古道
中学生等
交流事業

子どもたちが熊野古道の魅力につい
て理解を深め、次代につなげていくた
め、和歌山、奈良、三重の３県の中
学生による体験活動等の交流会など
を実施する。

（絆３ 熊野古道の保全と活用による地域活性化プログラム 計）

興部 備事業費 ・施設用地の測量及び鑑定
平成16年度～17年度

・施設用地取得
平成17年度

・基本設計、実施設計、施設整備着
工
平成18年度

・コア施設整備



新規 0 4,987 2,000 3,000 10,000

絆５

(4,975)

(7,575) (8,000) (8,000) (24,000)

継続 4,975 7,575 8,000 8,000 24,000

(5,782)

(5,095) (4,000) (4,000) (13,000)

継続 5,782 5,095 4,000 4,000 13,000

(0)

(3,727) (5,000) (6,000) (15,000)

新規 0 3,727 5,000 6,000 15,000

(0)

(1,351) (2,000) (2,000) (5,000)

新規 0 1,610 2,000 2,000 6,000

（絆５ 県民との協働でつくる一人ひとりが尊重され、 (15,257) (60,944) (46,000) (48,000) (155,000)

誰もが参画できる社会づくりプログラム 計） 15,257 61,203 46,000 48,000 155,000

絆６

(4,458)

(9,558) (21,000) (21,000) (52,000)

一部新
規

4,458 9,558 21,000 21,000 52,000

(8,727)

(13,530) (15,000) (17,000) (46,000)

継続 8,727 13,530 15,000 17,000 46,000

(0)

(5,286) (7,000) (8,000) (20,000)

新規 0 5,286 7,000 8,000 20,000

(16,781)
(25,167) (24,000) (24,000) (73,000)

一部新
規

26,791 25,167 24,000 24,000 73,000

(29,966) (53,541) (67,000) (70,000) (191,000)

39,976 53,541 67,000 70,000 191,000

生活部 国際協力
支援事業

県民、企業、ＮＰＯ等が行う国際貢献
活動の底上げをはかるため、さまざ
まな活動の機会を提供することによ
り、県民主体の積極的な国際貢献活
動を支援・促進します。

（絆６ 国際貢献・外国人との共生社会推進プログラム 計）

国際貢
献・外国
人との共
生社会
推進プロ
グラム
（主担当
部局：生
活部）

生活部

共生社会
推進緊急
プロジェ
クト事業

在住外国人との共生社会づくりにお
ける課題の中で、生活情報等の提
供、医療、教育、防災など緊急性の
高い課題を中心に、解決に向けた取
組を地域住民、ＮＰＯ、企業、市町村
等との連携・協働により推進します。

教育委
員会

外国人児
童生徒教
育支援事
業

外国人児童生徒が、日本語や生活
文化習慣を身につけるため、巡回指
導員等の学校への派遣や「ことばの
教室」での日本語指導や適応指導に
取り組む。

また、不就学の外国人の子どもた
ちの実態把握を行うとともに、就学に
向けた取組を進めることにより、共生
社会における規範意識の向上を図
る。

生活部
やってみ
よう国際
貢献事業

国際貢献活動に携わる県民の裾野
を拡大するため、教員、学生、県民を
対象とした各種セミナーや体験ツ
アーの実施により、県民の国際貢献
意識の醸成と人材育成に取り組みま
す。

健康福
祉部

ユニバー
サルデザ
インアド
バイザー
地域展開
支援事業

ユニバーサルデザインアドバイザー
による団体が、継続してユニバーサ
ルデザインのまちづくりを地域展開で
きるようにするため、県が持つ各種ノ
ウハウを提供するとともに、団体が市
町村及び市町村社会福祉協議会と
協働して事業展開できるよう事業委
託を行います。

健康福
祉部

地域住民
や市町村
によるＤ
Ｖ防止取
組支援事
業

地域住民やＮＰＯ、市町村職員等に
対してセミナーなどを開催することで
ＤＶ防止に対する理解が深まり、必要
なＤＶ支援が地域で取り組まれること
を目指します。

生活部 体制充実
支援事業 「人権に関する相談員兼行政相談 活

用コーディネーター」としての人材育
成、スキルアップに資する講座、研修
会を実施します。

県民との
協働でつ
くる一人
ひとりが
尊重さ
れ,誰も
が参画で
きる社会
づくりプ
ログラム
（主担当
部局：生
活部）

生活部

男女共同
参画の視
点で進め
る地域づ
くり事業

  地域住民が主体的に実施する、地
域特性を生かした男女共同参画の地
域づくりの取組を支援し、誰もが主役
となって参画・協働することができる
地域社会づくりを促進します。

生活部

男女共同
参画地域
エンパワ
メント支
援事業

市町村合併による地域社会の変化
などに対応し、パートナーである市町
村との役割分担の見直しながら、市
町村が住民と効果的に連携し、地域
社会が持っている力を十分発揮でき
るよう、人材の育成・確保、教材開
発、情報提供など、男女共同参画の
取組に対する支援を行います。



(8,110)

(11,092) (7,000) (7,000) (25,000)

継続 8,110 11,092 7,000 7,000 25,000

(215,524)

(942,560) (1,172,000) (1,478,000) (3,593,000)

継続 230,524 942,560 1,172,000 1,478,000 3,593,000

(223,634) (953,652) (1,179,000) (1,485,000) (3,618,000)

238,634 953,652 1,179,000 1,485,000 3,618,000

(8,034,150) (10,925,191) (15,709,000) (15,127,000) (41,762,000)

47,194,201 34,209,245 38,467,000 36,109,000 108,786,000

（絆７ 分権・自治推進プログラム 計）

（合 計）

住民の自発的なまちづくり活動や行
政への参画を進めるとともに、市町
村の自主性・自立性を高め、県と市
町村の対等・協力の新しい関係づくり
に取り組む。
・地域内分権システム研究会の開催
・地域内分権タウンミーティングの開
催
・県事業の市町村における一体的実
施
・包括的権限移譲の推進
・県の単独市町村補助金の抜本的見
直し
・地方分権セミナーの開催

地域振
興部

市町村合
併推進事
業費

分権型社会の実現に向けて、地域の
総合的な行政主体としての市町村に
は、自治能力を高め、自らの責任と
判断で住民ニーズを反映した行政運
営を行うことができるよう、その行財
政基盤を確立することが求められて
おり、そのために市町村合併は避け
て通ることのできない課題であること
から、それぞれの地域の主体的な取
組を積極的に支援することにより、主
体的な市町村合併を推進します。

絆７ 分権・自
治推進プ
ログラム
（主担当
部局：地
域振興
部）

地域振
興部

地方分権
推進事業
費


